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業績予想の修正に関するお知らせ 
 
最近の業績の動向等を踏まえ、平成 15年 5月 8日の決算発表時に公表した業績予想を下記
のとおり修正いたします。 
 

記 
 
1. 平成 16年 3月期連結業績予想数値の修正（平成 15年 4月 1日～平成 16 年 3月 31 日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

前 回 発 表 予 想 ( Ａ ) 
（平成 15 年 5 月 8 日発表） 

44,000 3,700 2,200 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 48,000 5,500 2,800 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） 4,000 1,800 600 

増 減 率 9.1 48.6 27.3 

前期（平成 15 年 3 月期）実績 37,124 1,497 381 

 
2．平成 16年 3月期業績予想数値の修正（平成 15年 4月 1 日～平成 16 年 3月 31 日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

前 回 発 表 予 想 ( Ａ ) 
（平成 15 年 5 月 8 日発表） 

33,000 3,400 1,900 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 36,000 4,100 2,150 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） 3,000 700 250 

増 減 率 9.1 20.6 13.2 

前期（平成 15 年 3 月期）実績 25,614 1,116 612 

 



 

３．理由 

 半導体業界におきましては、メインアプリケーションであるＰＣの出荷台数が回復し、携帯電

話のカラー化も進み、さらにカメラ付き携帯電話、デジタルスチールカメラ、各種ＡＶ機器への

需要拡大などを背景に設備投資の回復傾向が鮮明になってまいりました。 

これを受け、当社におきましても、半導体メーカーからの機械、精密ダイヤモンド砥石の引き

合いや受注が急速に増加してきており、通期の売上高ならびに利益予想を増額するものです。 
 

以上 


